











































































































、 『国学釈奠儀注』一巻、 『松窓文稿』二巻、 『論語略説』五巻、

















































































































































『国語略説』には、 〔下蓄則字〕 〔句下蓄者字〕のような形の注釈が全部で三十二例ある。その内訳は、 「蓄則字」十五例、




























































































































































































































































































































































この例では「有貨以衛身也」の「也」を、 『文語解』のいう 則に近し」の意味にとる。 「也」の下に〔則〕ではなく、
































































「巧言令色」を道春点は「言を巧くし色を令くするは…」と読み、後藤点は字音で読む。② 上代語法による読み方を改め もの子貢欲去告朔之餼羊。 （論語・八佾（
「欲去」を道春点本は「去てまく欲す」 、後藤点は「去てんと欲す」と読む。③ 読みそえる語を簡略にしたもの子於是日哭、則不歌。 （論語・述而上文を道春点本は「…哭しつるときは」 、後藤点は「…哭すれば」と読む。
④
 置き字として んでいなかったものを読んでいるもの愛之欲其生、悪之欲其死。 （論語・顏淵（
　













































































































































































































『国語略説』には、 「蓄字」のほかにも、 「管到」 「○字句」といった後述表現による道春点本の改訓がみられる。江戸中期以降、訓読は原文の文字に即して簡潔に読むという方向に変わっていく。 『国語略説』にも、その流れに沿った







：明治書院、一九七五、一頁─五六頁（に、 「 （ 『国語定本』は（江戸時代邦人の『国
語』研究としてはもっともすぐれている」 （五二頁
（
































































佐藤進「藤原惺窩の経解とその継承─『詩経』 「言」 「薄言」の訓読をめぐって─」 （ 『日本漢文学研究』第五号、二○一○年、二一頁─三七頁
（
に、 「 「管到」とは構文論において他動詞が支配する目的語の範囲をいう十八世紀日本の用語」 （三七頁
（
とある。 『国語略説』の



































正』一〇巻、 『国学釈奠儀注』一巻、 『松窓文稿』二巻、 松窓漫録』六巻、 『巡海録』一巻以外は筆者未見。校閲本に『経典釈文』存二巻がある。
（





















































































「采、之代切」から引いている。この箇所のオリジナル版『国語補音』の記載は、 「 ［采邑］補音、七代切」 （巻二
2b（
である。これは『国








































に関する説明であるが、 「者」から「也者」になったものについては、 『文語解』 （巻五
（（b に記載がある。
（


















ここでいう「原文」 「原文の文 」という 味であろう。原文の文字に即して、しかも簡潔に読むという訓読法は、佐藤一斎（一七六八─一八四一（の一斎点によって極められる。
（
（（













































まりに加えて、 「補入」のよう 、原文に漢字の語句を挿入する読解法の存在があっ と思われる。なお、蓄字の例は、関脩齢 戦国策高注補正』にもみられる。
（
（（
林家の学頭であった関脩齢が、林羅山の遺した訓点を、構文解釈に関わる部分から改めているのである。 『国語略説』の刊行は寛政四年
（一七九二
（
であるが、そのもとになった講釈がいつ行われたのかは明らかでない。関脩齢が林家を去った正確な年も未詳である。道春
点改訓との関係も含めて、今後の課題となろう。
〈附記〉　
本稿は平成二十八年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「近代日本の「知」の形成と漢学」による研究成果の一部
である。

